
近
世
期
宇
佐
社
の
神
事
と
島
原
頷

-

　
近
世
宇
佐
社
社
領
の
成
立
は
、
周
知
の
如
く
黒
田
長
政
の
所
領
寄
進
に
始
ま
る
。

　
こ
れ
よ
り
前
の
天
正
ナ
五
年
（
Ｔ
五
八
七
）
七
月
、
秀
吉
か
ら
九
州
平
定
の
論

功
行
賞
に
よ
っ
て
、
企
救
・
田
川
の
二
部
を
除
く
豊
前
六
部
を
与
え
ら
れ
た
黒
田

孝
高
は
、
二
年
後
の
ト
七
年
五
月
、
息
子
の
長
政
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
た
。

同
年
十
二
月
、
長
政
は
、
そ
の
所
領
の
内
か
ら
、
宇
佐
郡
向
野
郷
の
う
ち
「
社
辺
」

の
三
〇
〇
石
の
地
を
社
頭
と
し
て
宇
佐
社
に
寄
進
し
た
。
そ
の
祈
の
寄
進
状
に
は
、

　
「
御
神
事
同
造
営
等
之
儀
、
無
油
断
一
礼
中
破
得
其
意
、
殊
天
下
御
祈
祷
並
当
宮

繁
栄
之
御
精
城
所
仰
之
」
と
あ
り
、
戦
乱
期
を
通
じ
て
退
転
し
た
宇
佐
社
の
造
営
・

神
事
之
再
興
を
図
リ
、
国
家
の
安
康
を
祈
祷
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
一
方
、
長

政
は
、
こ
れ
よ
り
前
の
八
月
、
自
ら
宇
佐
社
造
営
の
業
を
企
て
、
社
頭
寄
進
後
の

十
九
年
正
月
に
は
、
「
柚
初
」
の
儀
が
行
な
わ
れ
、
造
営
事
業
が
進
め
ら
れ
、
慶
長

四
年
四
月
に
完
成
。
遷
宮
の
儀
式
が
興
行
さ
れ
た
。

　
同
社
領
の
拡
大
は
、
黒
田
氏
が
筑
前
博
多
に
転
封
の
跡
に
入
っ
た
細
川
氏
が
、

慶
長
六
年
（
コ
ハ
○
コ
、
五
〇
〇
石
の
地
を
寄
進
、
続
け
て
十
一
年
・
十
五
年
・

さ
ら
に
二
十
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
〇
〇
石
・
一
〇
〇
石
工
二
〇
〇
有
を
寄
せ
、
他

に
御
許
山
分
の
二
〇
石
と
、
合
せ
て
一
丁
○
二
〇
石
の
所
領
が
成
立
し
た
。

　
寛
永
九
年
二
六
三
二
）
、
細
川
氏
が
肥
後
に
転
封
、
豊
前
竜
王
（
の
ち
高
田
）

に
人
封
し
た
松
平
重
直
も
、
七
〇
〇
石
の
所
領
を
寄
せ
た
。
し
か
し
、
黒
田
氏
・

後
　
　
藤

重
　
　
巳

細
川
氏
・
松
平
氏
ら
に
よ
る
寄
進
所
領
は
、
極
め
て
不
安
定
な
性
格
の
も
の
で
し

か
な
く
、
事
実
、
松
平
垂
直
が
寄
せ
た
七
〇
〇
石
の
社
領
は
、
垂
直
の
子
、
芙
親

が
豊
後
杵
築
に
転
封
に
な
っ
た
正
保
二
年
二
六
四
五
）
七
月
、
中
溶
溶
小
笠
原

長
次
の
預
り
地
に
な
っ
た
例
な
ど
で
知
ら
れ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
、
い
ね
ば
、
近
世
初
期
の
大
名
の
私
的
な
寄
進
に
よ
る
不
安
定
な
社

領
形
態
か
ら
脱
皮
す
る
た
め
に
は
、
幕
府
朱
印
地
と
し
て
社
領
が
公
認
さ
れ
る
必

要
が
痛
感
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
宇
佐
社
で
は
、
両
大
宮
司
が
江
戸
に
赳
き
、
寺
社

奉
行
に
社
領
寄
進
方
を
懇
願
、
そ
の
結
果
、
翌
正
保
三
年
十
一
月
、
一
〇
〇
〇
石

の
社
領
が
、
朱
印
状
に
よ
っ
て
確
定
し
た
。

　
足
掻
二
年
三
月
、
宇
佐
社
側
が
造
営
事
業
を
計
画
し
た
析
の
「
願
書
」
に
述
べ

る
「
従
兄
亀
至
天
正
ノ
初
、
豊
後
大
友
氏
、
焼
彿
社
殿
抒
政
代
ノ
礼
宮
、
且
被
押

領
神
領
、
宇
佐
言
及
亡
所
」
と
言
う
表
現
は
、
歴
史
的
に
事
実
で
あ
り
、
戦
国
期

に
お
け
る
神
社
は
、
未
だ
在
地
的
権
威
を
執
拗
に
温
存
し
て
お
り
、
戦
国
大
名
の

攻
撃
対
象
と
な
っ
た
。
同
願
書
は
、
続
け
て
「
至
秀
吉
公
御
代
、
神
領
悉
被
為
召

之
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
秀
吉
の
新
し
い
知
行
制
度
の
坊
本
庄
裳
に
依
拠
す
る

も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
織
豊
政
権
の
施
策
を
受
け
鶴
い
だ
徳
川
幕
府
は
、
ヤ

社
政
策
と
し
て
寺
社
知
行
地
の
宛
行
を
行
な
い
、
社
寺
領
の
封
土
化
を
図
っ
た
。

家
康
は
江
戸
大
甘
以
来
、
関
東
の
著
名
な
講
社
に
対
し
て
所
領
の
寄
進
仝
行
っ
た

が
、
慶
安
元
年
三
月
十
七
日
、
幕
府
は
「
先
代
御
朱
印
結
は
ら
ざ
る
寺
社
」
か
ら

の
請
願
に
よ
っ
て
、
Ｔ
八
二
の
寺
社
に
朱
印
状
を
下
附
し
た
。
宇
佐
社
へ
の
朱
印
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放
下
附
は
、
そ
の
前
段
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
寺
社
領
朱

印
放
下
附
は
、
そ
の
直
後
の
段
階
で
は
、
全
国
で
九
八
五
件
、
石
高
に
し
て
一
五

万
一
九
二
四
有
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
正
徳
三
年
の
宇
佐
社
へ
の
朱
印
状
は
、
そ
の
内
容
が
極
め
て
干
渉
的
な

性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
朱
印
歌
口
附
の
正
保
三
年
十
一
月
三

日
の
『
徳
川
実
紀
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
朱
印
地
宇
佐
村
一
、
〇
〇
〇
石
の
内
、

神
事
一
五
〇
石
、
灯
火
料
二
五
石
、
供
物
料
コ
ハ
石
、
修
理
科
三
七
石
の
ほ
か
、

両
大
宮
司
に
一
五
〇
有
、
惣
社
家
一
九
大
に
Ｉ
〇
〇
有
、
社
憎
四
二
人
に
一
四
二

石
、
神
人
役
者
七
〇
大
に
四
七
有
と
、
そ
の
配
分
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
一
、
〇
〇
〇
石
の
う
ち
、
六
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
余
の
石
高
が
、
同
社
の
修

理
科
を
け
じ
め
神
事
用
途
に
宛
て
ら
れ
た
。
残
る
石
高
が
、
到
津
・
宮
成
両
大
宮

司
以
下
、
社
憎
・
社
家
・
神
人
の
料
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
大
名
朱
印
鎖
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
知
行
配
分
を
、
宇
佐
社
訓
で
は
「
御
社
恩
配
当
」
と
呼
ん

だ
が
、
こ
の
配
分
比
率
は
、
宇
佐
社
訓
の
都
合
か
ら
変
更
さ
れ
、
Ｔ
五
年
後
の
寛

文
元
年
の
「
御
社
恩
配
当
帳
」
に
よ
る
と
、
前
者
つ
ま
り
修
理
科
は
四
六
・
五
八

Ｉ
セ
ン
ト
に
軽
減
、
逆
に
給
人
材
が
加
増
さ
れ
て
い
る
。
『
徳
川
実
記
』
に
よ
る

と
、
両
大
宮
司
以
下
、
知
行
人
の
総
人
数
は
一
四
〇
大
と
な
る
。

　
黒
田
氏
や
細
川
氏
の
社
殿
復
興
事
業
に
は
、
確
か
に
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
往
時
の
同
社
「
神
社
仏
閣
、
大
小
都
合
百
二
宇
」
と
称

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
元
禄
三
年
時
点
で
六
二
字
と
見
え
、
残
る
四
〇
宇
は
「
未

立
之
分
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
黒
田
・
細
川
副
氏
の
社
領
寄
進
高
は
、
数
巨

石
を
前
後
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
造
営
事
業
や
大
神
事
祭
礼
は
、
圃
氏

の
盲
進
奉
納
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
、
宇
社
訓
の
賃
担
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

朱
印
状
に
よ
っ
て
正
規
に
し
て
安
定
的
な
社
領
は
公
認
さ
れ
た
と
は
い
え
、
正
保

以
降
の
宇
佐
社
の
経
穴
は
、
造
営
・
神
事
を
含
め
て
、
そ
の
全
て
の
経
費
を
ｆ
ぃ
Ｉ
石

の
社
領
で
賄
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
止
保
の
社
領
封

ソ
の
析
、
両
人
良
司
以
下
社
司
社
憎
神
人
の
惣
数
は
、
一
四
〇
人
分
と
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
返
報
し
た
と
は
い
え
、
永
い
歴
史
に
基
づ
く
同
社
の
人
的
構
成
規
模

－

－

－

は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
廻
る
む
の
で
あ
っ
4
2
'
‘
)
す
な
わ
ち
【
顕
爵
】
に
よ
る
と
、

同
社
の
「
宮
人
」
は
、
上
・
中
・
下
官
の
う
ち
、
下
官
の
人
数
に
は
、
時
代
に
よ

っ
て
多
少
の
変
動
は
あ
っ
た
が
元
禄
二
年
当
時
で
三
官
抒
せ
て
三
六
三
人
を
数
え

て
、
う
ち
三
二
〇
人
が
社
人
、
四
〇
人
が
「
出
家
」
す
な
わ
ち
社
憎
と
な
っ
て
い

た
。
三
六
三
人
中
、
四
割
強
の
∇
皿
三
人
の
み
が
「
千
百
之
配
分
訪
中
分
」
で
、

残
る
二
Ｉ
○
人
は
「
従
他
之
御
領
主
、
語
役
免
許
」
の
身
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
正
保
三
年
の
宇
佐
社
へ
の
朱
印
状
は
、
中
津
藩
の
千
を
経
ス
訃
附
さ
れ
、

以
降
、
同
社
の
支
配
は
同
藩
の
も
と
に
あ
り
、
事
に
触
れ
ノ
干
渉
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
二
月
の
小
山
田
貞
氏
ら
の
汗
戸
表
出
訴
葬
件

を
契
機
に
、
明
暦
三
年
に
至
っ
て
、
社
領
は
大
宮
司
と
幕
府
寺
社
奉
行
が
直
結
す

る
形
に
変
更
さ
れ
、
中
津
藩
の
支
配
は
中
止
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
寛
文
九
年
、
宇
佐
・
国
東
両
郡
境
を
中
心
に
、
肥
前
島
原
潜
の
飛
地

が
成
立
す
る
と
、
社
領
は
、
島
原
藩
の
支
配
下
に
入
り
、
以
降
、
幕
末
に
至
る
ま

で
、
こ
れ
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
特
に
、
島
原
潜
飛
地
に
属
し
た
地
域
の
う
ち
に
は
宇
佐
社
の
旧
「
内
封
四
郷
」

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
封
戸
郷
の
旧
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、
宇
佐
社
の
神
事
慣
行

と
の
関
係
に
お
い
て
、
政
治
支
配
の
枠
外
の
問
題
と
し
て
圧
目
す
べ
き
存
在
で
あ

っ
た
。
寛
保
期
の
、
豊
州
御
領
所
の
役
人
必
携
書
と
も
云
え
る
「
豊
州
御
領
村
々

様
子
大
概
書
」
に
は
、
領
内
語
村
と
並
べ
て
「
宇
佐
社
領
」
の
項
目
が
あ
り
、
宇

佐
神
宮
領
は
、
独
立
し
た
朱
印
地
と
は
云
え
、
島
原
潜
の
所
管
に
あ
り
、
同
潜
の

干
渉
強
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。

　
以
下
、
同
社
の
語
神
俗
事
の
う
ち
、
御
田
植
、
御
談
合
の
二
神
事
を
島
原
藩
と

の
関
係
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一

一

　
古
代
・
中
世
初
期
迄
、
広
大
な
社
頭
に
支
え
ら
れ
た
経
済
と
相
乗
す
る
宗
数
的

権
威
に
よ
っ
て
全
盛
を
誇
っ
た
宇
佐
社
も
、
室
町
戦
国
期
白
通
じ
て
著
し
い
凋
落
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を
余
儀
な
く
さ
れ
て
近
世
期
を
迎
え
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
全
盛
期
の
社
領
を

　
⊇
一
国
七
郡
の
御
封
」
「
十
八
本
御
荘
」
「
国
々
散
在
常
見
々
昌
と
称
し
、
そ
の
荘

厳
は
「
神
社
佛
閣
、
大
小
都
合
百
二
十
宇
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
中
世
期

を
経
る
過
程
で
見
る
も
無
残
に
退
転
し
、
近
世
期
に
は
幕
府
・
大
名
の
経
済
的
支

援
を
受
け
て
尚
、
存
続
困
難
な
状
態
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
祭
礼
神
事
も
、
「
当
官
ノ
祭
礼
は
、
他
ノ
社
と
は
か
り
て
、
朝
廷
に
な
ら
び
て

是
を
執
行
ふ
、
古
は
年
中
に
八
十
余
度
の
祭
有
し
と
い
へ
ど
も
、
近
代
は
漸
く
二

十
度
と
な
れ
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、
近
世
期
の
年
中
祭
礼
の
数
は
、
往
時

の
四
分
の
一
に
減
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
祭
礼
が
多
く
廃
絶
す
る
の
は
、
室
町
戦

乱
期
で
あ
っ
た
が
、
近
世
初
期
に
、
黒
田
氏
・
細
川
氏
の
努
力
に
よ
る
再
興
も
、

例
え
ば
放
生
会
に
つ
い
て
は
、
「
細
川
忠
興
国
主
た
り
し
時
、
元
和
二
年
に
再
興
あ

り
し
か
ど
も
、
大
祭
な
れ
ば
、
其
の
後
見
絶
え
た
り
」
と
か
、
「
此
の
祭
、
こ
と
に

大
祭
な
れ
ば
冲
領
す
く
な
く
し
て
は
、
修
行
か
な
え
が
た
く
て
、
其
の
後
絶
た
リ
」

な
ど
と
見
え
、
ま
た
「
御
紋
会
」
に
つ
い
て
は
、
「
六
月
晦
日
に
紋
執
行
の
事
な

り
、
是
も
中
比
絶
た
り
し
を
、
天
文
年
中
再
興
あ
り
て
、
又
絶
え
た
り
し
を
、
延

宝
八
年
（
一
六
入
口
六
月
朔
日
に
重
て
興
行
あ
り
、
同
九
年
六
月
晦
日
、
御
紋

全
試
行
之
時
）
と
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
中
世
末
期
以
降
、
近
世
初
期
ま
で
に
、
同

社
の
諸
種
の
祭
礼
が
、
復
興
と
中
断
を
く
り
返
し
て
い
た
事
実
を
知
ら
し
め
る

　
し
か
し
、
十
八
世
紀
中
葉
の
寛
延
期
に
は
、
年
中
祭
礼
の
度
数
は
、
多
少
増
加

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
豊
州
御
領
打
々
様
子
大
概
書
⊃
別
名
「
豊
州
御
領
覚
書
」
）

所
収
の
「
宇
佐
社
領
、
年
中
御
神
事
」
に
は
正
月
元
朝
の
「
白
散
会
」
以
下
年
中

の
神
事
を
「
大
小
神
事
三
ト
七
度
」
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

が
、
こ
の
史
料
で
も
、
「
宇
佐
官
御
神
事
、
往
占
は
八
十
全
度
執
行
有
之
候
処
、
神

領
減
少
故
、
当
時
潮
三
十
七
度
執
行
候
事
」
と
見
え
、
退
転
の
実
質
は
疑
う
べ
く

も
な
い
。

　
こ
う
し
た
近
世
期
宇
佐
社
に
お
け
る
大
小
の
祭
神
事
の
な
か
に
は
、
旧
社
領
を

含
め
た
遠
近
の
打
々
か
ら
、
一
般
民
衆
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
す
る
例
は
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
六
月
の
「
御
田
植
」
と
「
御
紋
会
」
に
お
け
る
場
合

を
見
る
。

　
同
社
に
お
け
る
「
御
田
植
祭
の
神
水
は
、
保
安
四
年
二
Ｉ

佐
公
順
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

-

人
穴
同
士

　
右
は
、
ゾ
徳
四
年
二
四
五
瓦
）
七
月
、
大
穴
月
刊
津
公
弘
が
編
述
し
た
同
社

年
中
の
斉
会
式
次
第
に
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
神
事
の
祥
子
は
、
同
占
の
成

立
し
た
十
五
世
紀
中
葉
頃
の
実
態
を
描
万
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
田
植
神
事
は
、
米
作
農
業
に
主
力
を
置
く
我
国
で
は
、
農
耕
儀
礼
を
代
入
す
る

最
重
要
な
神
事
の
Ｉ
つ
と
目
さ
れ
た
。
こ
の
神
事
は
、
試
行
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て

正
月
な
い
し
は
春
季
の
行
事
と
、
実
際
の
田
植
え
時
期
た
る
就
ヤ
に
行
わ
れ
る
も

の
と
の
二
系
統
が
あ
っ
た
。
的
者
は
正
月
の
万
祝
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
後
者
は
、
よ
り
実
質
性
を
含
ん
だ
神
事
で
あ
っ
た
。

　
宇
佐
社
の
御
田
植
神
事
は
、
万
世
期
に
は
「
御
供
米
御
田
桶
」
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
先
の
享
徳
期
の
斉
会
式
中
に
も
、
小
野
庄
献
進
の
籾
を
蒔
く
と
い
う
記
事

か
ら
し
て
、
神
田
に
御
神
供
の
籾
を
蒔
く
神
彩
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な

さ
て
、
島
原
藩
豊
州
御
領
犬
庄
屋
の
執
務
録
の
な
か
、
丁
手
間
の
土
要
行
事
を

一
覧
し
た
事
項
「
ト
二
月
之
部
」
の
六
月
の
楽
に
。

　
。
、
神
領
宇
佐
右
御
田
植
早
乙
女
、
御
蔵
海
荷
輿
ト
之
儀
、
帽
末
り
候
ハ
ハ
、
村

　
万
汪
申
触
、
御
役
所
汀
も
御
届
中
上
仮
令
、
恒
例
有
リ
、

な
る
記
事
が
あ
り
、
同
社
の
御
田
植
早
乙
女
、
御
飯
海
神
令
の
荷
輿
卜
献
進
が
撰

例
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
神
事
に
お
け
る
「
口
に
乙
女
」
は
、
駆
使
期
の
斉

会
式
で
は
「
田
人
」
と
呼
ば
れ
、
別
に
「
遊
１
契
」
と
の
称
‥
ゾ
も
見
え
て
い
る
。

こ
の
田
人
は
、
当
時
郡
内
の
い
わ
ゆ
る
「
内
封
四
御
」
の
封
戸
∴
門
灯
・
い
鴫
と

高
家
の
各
郷
か
ら
献
進
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
万
世
期
に
入
っ
て
ら
変
更
は
な

か
っ
た
。
近
世
期
に
は
、
右
四
郷
の
う
ち
、
封
戸
∴
凹
野
南
郷
は
島
原
鎖
、
残
る

二
郷
は
幕
領
に
属
し
た
。
こ
の
時
期
の
御
田
植
早
乙
女
は
計
八
名
で
、
汗
郷
の
所

属
村
か
ら
「
近
縁
」
で
各
二
名
計
八
名
と
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
中
、
者
鴫
郷
二

名
の
う
ち
、
辛
嶋
村
か
ら
は
毎
年
必
ら
ず
フ
石
を
献
進
す
る
憤
例
と
な
っ
て
い
か
に
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こ
の
辛
鴫
・
高
家
両
部
か
ら
の
四
名
の
早
乙
女
献
進
が
、
毎
年
如
何
な
る
配
当
に

な
っ
て
い
た
か
は
知
り
得
な
い
が
、
島
原
領
に
つ
い
て
み
る
と
、
極
め
て
整
然
と

し
た
「
迫
繰
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
「
神
領
宇
佐
右
御
田
植
早
乙
反
頼
米
候
雁
邦
屈
向
之
事
に
」
よ
る
と
、
コ
、
旧

例
ニ
テ
、
毎
年
六
月
中
旬
、
左
之
通
、
此
方
右
返
書
は
不
遣
例
也
」
と
見
え
、
こ
の

献
進
依
頼
は
、
ま
さ
に
慣
例
に
よ
り
、
一
方
的
な
通
達
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
宇
佐

柱
側
か
ら
組
大
庄
屋
へ
の
要
請
状
（
天
保
十
年
の
例
）
は

　
一
筆
致
啓
上
候
、
然
者
来
ル
廿
三
日
、
御
田
植
御
神
事
執
行
候
、
任
先
例
、
早

　
乙
女
致
出
勤
候
様
、
御
組
下
村
方
へ
破
帽
付
可
破
下
候
、
石
柱
例
為
可
得
御
意

　
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
成
家
内
　
溝
口
勝
実

　
　
　
亥
六
月
ナ
五
日

と
い
う
書
式
を
と
り
、
こ
れ
は
毎
年
全
く
同
文
で
あ
っ
た
。
右
の
要
請
を
受
け
た

大
庄
屋
は
、
旧
記
に
よ
っ
て
前
年
度
の
献
逸
材
を
確
認
し
、
当
年
の
該
当
材
を
決

め
、
材
庄
屋
に
通
達
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
島
原
代
官
所
に
報
告
す
る
の
が

慣
例
と
な
っ
て
い
た
。

　
享
徳
期
に
お
け
る
当
社
の
御
田
植
は
、
六
月
中
旬
に
執
行
、
具
体
的
日
時
は
そ

の
都
度
、
陰
陽
師
に
よ
っ
て
卜
占
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
期
で
も
、
大
体
六
月
下

旬
の
二
十
三
日
か
ら
ニ
ナ
五
日
の
聞
か
多
か
っ
た
。
御
神
事
に
参
加
す
る
早
乙
女

は
、
祭
目
前
七
日
間
の
「
別
火
」
つ
ま
り
潔
斉
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
に
、
出
勤

要
請
は
毎
年
六
月
十
五
日
前
後
に
行
な
わ
れ
た
。

　
豊
州
御
領
橋
津
組
は
、
旧
神
領
封
戸
郷
に
属
し
、
一
七
か
材
か
ら
成
っ
て
い
た

が
、
同
額
長
洲
組
九
か
村
の
う
ち
、
蜷
本
・
松
崎
の
二
か
材
は
、
旧
封
戸
郷
の
内

で
あ
っ
た
た
め
、
御
田
植
早
乙
女
徴
用
の
事
務
的
連
絡
は
、
僑
津
組
の
所
管
下
に

置
か
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
こ
の
神
事
に
お
け
る
早
乙
反
の
献
進
は
、
幕
末
期
に
も
、
極
め
て
整
然

と
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
四
郷
全
体
の
様
子
は
、
史
料
的
制
約
か

し
て
、
そ
の
状
況
を
一
覧
し
た
も
の
が
、

寸
　
　
　
Ｉ

‐
ｆ
″
一
　
　
名

目
　
．
―

ｆ
木
末
‐

岩
崎
村

日
足
村

橋
求
寸

　
　
一
～
　
ｔ

出
光
付

合
丸
材

西
屋
敷
村

4
J

J
j
:
¥

'
1
4

4
Z
;
‐
4
.

圃
戒
村

順

ず
政
．
五

〉
文
政
六

ず
政
七

〉
文
政
八

に
に

本

ツ
文
致
九

八
日
森
村

東
大
堀
村

立
有
村

辻
　
　
村

苅
宇
田
村

木
崎
村

足
紋
十

〉
文
政
十
一

〉
文
致
ト
ニ

松
崎

蜷
木

打打
＼／

文
政
ト
三

言
保
ニ

〉
天
保
三

ブ
保
四

〉
天
保
五

言
保
六

ソ
天
保
七

〉
炭
ハ

言
保
九

〉
天
保
十

／
天
保
十
一

偏
番

り
得
な
い
が
、
豊
州
御
領
分
に
関

で
あ
る
。

年

〉
天
保
ト
ニ

〉
天
保
士
二

＼／＼／

天
保
ト
四

天
保
ト
五

≒/

対

ご六

〉
弘
化
三

〉
ム
レ
ー
‥
｝
Ｈ
Ｉ

　
リ
ｆ
μ
．

上
訴
ブ

〉
森
永
二

代

〉
嘉
永
三

〉
卒
水
四

Ｙ
や
永
五

〉
嘉
永
六

Ｙ
業
七

〉
安
政
二

〉
安
政
三

言
政
四

〉
安
政
五

／
安
政
六

＼／

万

延

-.--

＼／

文
久
二

　
右
表
は
、
文
致
五
年
（
て
八
二
二
）
以
降
、
文
久
二
年
ま
で
の
四
十
年
間
の
早

乙
女
献
進
の
状
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
現
わ
れ
る
限
り
、
御
田

植
御
神
事
は
順
調
に
、
ま
た
橋
津
組
及
び
長
洲
組
内
二
か
村
を
含
め
た
一
九
か
村

か
ら
の
「
追
繰
」
の
献
進
も
順
調
に
行
れ
た
様
子
を
知
り
得
る
。

　
近
世
期
に
お
け
る
当
社
の
御
田
植
神
事
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
限
界

－66－



か
ら
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
神
領
外
他
領
の
村
方
か
ら
、
こ
の
早
乙
女
の
他
に
、

若
干
の
「
社
人
」
の
参
加
が
あ
っ
た
。

村
名
　
人
数
　
姓
　
名
　
上
下
人
諸
役
引
高
　
　
　
役
　
柄
　
等

岩橋

橋津

ｎ　り　11　り

一
人
大
　
兵
　
衛
　
五
人
　
二
十
石
宇
佐
御
紋
会
胡
録
役

　西出

　屋　　ﾀ/
　敷光

四　一

n　11　り

惣
左
衛
門
　
五

内
蔵
右
衛
門
　
三

式
右
衛
門
　
三

藤
右
衛
門
　
三

伝
右
衛
門
　
三

新
右
衛
門
　
三

和伝清半辰

平石左右五
　衛衛衛
治門門門郎

四
-

一

一

-

一

一

-

一

一

一

-

一

江
　
熊
一
　
喜
右
衛
門
　
三

西
　
木
一
　
東
林
之
丞
　
七

　
μ
　
　
一
　
　
与
　
五
　
郎
　
五

十
二

十
二

十
二

十
二

十
二

十
六

十
二

十
二

十
二

十
二

ト
ニ

宇
佐
御
蔵
会
諸
進
役

宇
佐
御
田
植
神
事

崎
村
ヨ
リ
苗
持
参

　
μ
　
御
載
会
に

田当持
苅村参

宇
佐
御
蔵
会
弓
持
役

宇
佐
御
祓
会
御
田
蓋
ノ
捧

持
役

西
屋
敷
村
御
馬
下
ハ
幡
祭

神
田
苅
上
役

に
岩
崎

　
　
　
　
ハ
社
社
司
、
田
笛
社
社
司

ニ
ハ
　
宇
佐
御
紋
会
　
上
官
御
仲

　
　
　
　
間
役

岩
崎
ハ
幡
社
祭

上
役

ハ
社
社
司
、
田

浜
ノ
検
校
　
放
生
会
浮
殿

杜
役

宇
佐
御
紋
会
御
旅
所
役

神持
田役
苅

二
十
　
宇
佐
御
紋
会
胡
録
役

苅
宇
田
一
　
　
六
右
衛
門
　
四
　
　
ト
六

立
　
石
一
　
小
右
衛
門
　
五
　
　
二
十

　
計
　
十
七
　
　
　
　
　
　
六
五
人
二
六
〇
石

宇
佐
御
紋
会
胡
録
役

　
史
料
に
よ
る
と
、
豊
州
御
領
橋
津
組
一
七
か
村
内
に
は
、
藩
か
ら
「
引
高
」
を

認
め
ら
れ
た
「
社
人
」
　
一
七
人
が
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
社
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
ず

つ
か
の
「
上
下
人
」
と
呼
ば
れ
る
「
手
下
」
を
有
し
、
そ
れ
を
含
め
た
社
人
の
引

高
は
、
計
二
六
〇
石
に
達
し
て
い
た
、
彼
ら
社
人
は
、
平
素
は
村
方
に
あ
っ
て
、

村
内
諸
社
の
神
事
を
司
祭
す
る
と
と
も
に
、
宇
佐
社
の
御
蔵
会
・
放
生
会
及
び
こ

の
御
田
植
神
事
に
際
し
て
は
、
諸
役
に
奉
仕
す
る
慣
例
で
あ
っ
た
、

　
す
な
わ
ち
、
上
去
に
示
さ
れ
る
如
く
、
例
え
ば
、
岩
崎
村
の
社
人
・
内
蔵
衛
門

上
下
五
人
は
、
御
田
植
神
事
に
際
し
、
居
村
か
ら
稲
苗
を
、
ま
た
洗
熊
村
社
人
喜

右
衛
門
上
下
三
人
も
同
様
、
苗
を
持
参
す
る
役
目
を
勤
め
て
い
る
、

　
先
述
の
如
く
、
中
世
期
ま
で
の
同
社
の
御
田
植
神
事
に
際
し
て
は
、
神
事
用
の

稲
苗
は
、
同
社
神
田
で
、
神
事
に
則
っ
て
直
接
に
植
育
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

先
述
の
享
徳
四
年
「
神
事
式
」
（
斉
会
式
）
に
よ
る
と
、
六
月
の
「
御
田
植
事
」

に
、

　
於
種
子
者
ヽ
五
月
会
御
供
稲
訓
野
庄
内
三
束
ヽ
御
炊
殿
大
雑
仕
募
之
ヽ
同
月
（
五

　
月
）
五
日
服
制
、
今
蒔
籾
三
升
於
御
田
之
西
尻
、
以
同
籾
内
巻
末
祭
之
、

な
る
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
本
来
は
、
神
事
用
の
稲
は
、
同
社
の
神
田

で
育
苗
を
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
近
世
期
に
は
、
社
人
が
育
苗
し
、
持
参
す
る
形

に
変
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
同
社
の
こ
の
御
田
植
神
事
に
は
、
島
原
藩
高
田
役
所
か
ら
、
祭
当
日
、
「
御
徒
限

目
」
が
中
間
壱
人
と
と
も
に
出
役
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
、

　
こ
れ
は
、
第
一
項
で
述
べ
た
如
く
、
寛
文
期
以
降
の
宇
佐
社
は
、
島
原
藩
の
支
配

下
に
あ
り
、
同
社
の
祭
事
に
立
ち
分
っ
目
的
で
あ
っ
た
。

　
宇
佐
社
の
御
田
植
神
事
に
際
し
て
、
以
上
の
如
く
早
乙
女
が
献
進
さ
れ
始
め
た

時
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
「
神
領
宇
佐
右
御
田
植
早
乙
女
頼
来
倣
淑
」

に
よ
る
と
、
「
此
早
乙
女
、
い
つ
之
頃
右
出
来
始
メ
倣
哉
難
相
分
、
余
程
旧
キ
例
と

見
へ
て
、
当
地
公
料
之
節
頃
も
、
出
居
候
趣
に
相
見
倣
様
二
申
伝
倣
」
と
あ
り
、

　
「
当
地
公
料
の
時
代
」
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
方
に
島
原
藩
領
が
成
立
し
た
寛
文
九

年
（
一
六
六
九
）
に
は
、
右
の
祭
式
慣
例
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
事
が
知
ら
れ
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る
。
中
世
期
を
通
し
て
継
続
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
三

　
宇
佐
社
の
服
装
神
事
の
一
つ
「
御
蔵
会
」
は
、
前
項
で
述
べ
た
御
田
植
神
事
に

連
続
す
る
神
事
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
御
田
植
神
事
が
終
．
ｊ
後
、
同
社
で
は
同
夜
、
「
ハ
子
祭
」
を
執
行
、

続
け
て
「
御
田
大
上
」
が
行
な
わ
れ
か
こ
「
斉
会
式
」
に
よ
る
と
、

　
御
蔵
会
之
前
日
ヽ
巳
刻
ヽ
女
官
大
宮
司
以
下
祠
官
ヽ
参
御
炊
殿
御
供
匹
ご
鄙

　
ハ
特
長
、
阜
偏
御
幣
四
辻
如
例
、
次
神
杯
一
度
之
後
退
出
、
貪
司
者
勤

　
下
御
供
五
晶

と
あ
り
、
御
蔵
会
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
御
蔵
会
は
、
一
般
に
フ
八
月
蔵
」
「
夏
越
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
、
旧
暦
六
月
晦
日

に
執
行
さ
れ
る
世
間
一
般
の
年
中
で
の
重
要
な
祭
事
で
あ
っ
た
。

　
宇
佐
社
の
「
御
蔵
会
」
も
例
外
で
な
く
、
年
中
俗
事
の
中
の
大
祭
に
属
し
、
す

で
に
平
安
時
代
末
期
の
嘉
承
年
中
に
は
執
行
さ
れ
て
お
り
、
暦
法
に
お
け
る
一
年

二
度
の
う
ち
前
牛
の
境
目
を
越
す
た
め
の
大
祓
行
事
と
さ
れ
た
。
こ
の
行
事
は
、

多
く
の
場
合
、
人
形
や
「
形
代
」
を
神
前
に
奉
納
、
川
流
し
・
潮
汲
み
の
行
事
な

ど
を
伴
な
う
の
が
一
般
で
あ
っ
か
こ
攻
口
通
一
般
に
神
体
が
、
「
御
輿
」
に
乗
じ
て
水

辺
な
ど
に
遺
行
す
る
た
め
、
「
御
神
令
祭
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
宇

佐
社
の
現
今
も
、
近
来
「
け
ん
か
祭
」
の
別
称
で
人
々
に
檜
矢
さ
れ
て
い
る
、

　
さ
て
、
宇
佐
社
の
御
蔵
会
は
、
中
世
の
戦
乱
期
に
退
転
・
復
興
を
く
り
返
し
な

が
ら
近
伊
に
ヤ
リ
、
延
｛
玉
八
年
（
Ｔ
八
八
⑤
）
以
降
続
け
て
執
行
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
そ
の
神
事
は
、
同
社
が
三
殿
形
態
を
と
る
た
め
、
神
輿
の
御
ぐ
も
大

規
膜
と
な
リ
喧
騒
化
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
た
が
、
多
人
数
を
装
す
る
神
輿
の
荷
叫

ド
は
旧
神
領
を
含
め
た
近
隣
農
民
の
献
進
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

　
万
世
期
の
こ
の
荷
輿
丁
は
、
御
田
植
早
乙
女
と
同
様
、
旧
封
戸
郷
に
属
す
る
橋

津
組
全
村
及
び
長
洲
組
内
の
蜷
本
・
松
崎
の
二
か
村
が
第
一
御
殿
を
、
蜷
本
・
松

崎
を
除
く
長
洲
組
が
第
二
御
殿
、
第
三
御
殿
か
白
鴫
・
高
家
郷
に
属
す
る
似
鎖
四

日
市
陣
屋
付
の
全
村
で
、
そ
れ
ぞ
れ
荷
孵
上
二
〇
名
宛
を
献
進
す
る
慣
例
で
あ
っ

た
。

　
さ
て
、
村
々
に
対
す
る
荷
輿
丁
の
出
勤
友
治
は
、
早
乙
女
献
進
の
揚
ハ
‥
と
同
様
、

毎
年
神
事
執
行
の
約
ト
日
面
に
、
宇
佐
礼
例
か
ら
書
信
を
も
っ
て
先
ず
組
夫
庄
屋

に
な
さ
れ
た
。
島
原
領
か
ら
は
、
毎
年
三
〇
人
の
荷
輿
ド
を
献
進
す
る
慣
例
で
あ

り
、
一
打
平
均
２
名
、
ま
た
近
縁
で
特
定
さ
れ
る
万
有
の
「
白
ｗ
棒
担
」
は
、
前
年

度
の
担
当
打
を
確
認
の
上
、
当
年
の
分
担
今
極
め
、
こ
の
旨
今
該
当
村
方
に
通
達

す
る
Ｏ
Ａ
Ｊ
に
な
っ
て
い
た
。

　
豊
州
御
領
橋
津
組
は
、
一
七
か
村
、
こ
れ
に
旧
封
。
リ
郷
内
の
長
洲
組
の
松
崎
・

蜷
木
二
村
を
加
え
て
Ｔ
几
か
村
が
、
本
末
の
参
加
村
で
あ
っ
た
が
、
文
化
元
年
の

神
事
に
際
し
、
橋
津
組
ド
の
岩
崎
・
水
崎
の
二
打
開
で
「
山
人
」
が
発
生
、
宇
佐

社
か
ら
の
「
懸
合
」
に
よ
っ
て
、
右
二
か
打
の
出
仕
が
中
止
さ
れ
た
た
め
、
文
化

二
年
以
降
の
献
進
は
計
一
七
か
村
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
旧
封
戸
郷
域
か
ら
の
慣

例
は
三
〇
人
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
出
仕
を
庄
め
ら
れ
た
二
か
打
計
四
人
の
荷
叫

丁
は
、
橋
津
・
日
足
・
和
木
・
出
光
の
四
か
村
に
一
人
ず
つ
割
り
掛
け
ら
れ
、
三

〇
人
の
定
‥
貝
は
確
保
さ
れ
て
い
た
。

　
御
蔵
会
神
事
の
阜
偏
は
、
以
上
の
如
く
先
ず
御
神
幸
神
輿
の
荷
賜
ド
出
勤
要
請

に
始
ま
っ
た
が
、
勿
論
、
宇
佐
礼
側
の
諸
準
備
も
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
回
礼

今
体
制
的
に
支
配
す
る
島
原
潜
高
田
役
所
へ
の
対
応
も
、
な
お
ぎ
り
に
は
出
来
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
田
役
所
か
ら
は
、
慣
例
に
よ
っ
て
、
御
田
植
神
事
の
析

と
同
様
、
監
視
の
た
め
の
「
御
徒
横
目
」
の
沢
辺
の
手
配
の
必
要
も
あ
り
、
ま
た

宇
佐
礼
側
か
ら
の
冲
事
用
武
器
貸
出
し
の
準
備
も
必
要
と
さ
れ
た
。

　
御
伸
幸
の
装
備
の
う
ち
、
武
器
は
、
当
時
、
島
原
領
高
田
役
所
に
備
え
る
も
の

を
、
神
事
の
期
間
中
、
貸
与
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
か
こ
役
所
側
の
記
録
に
よ
る

と
、
神
事
前
の
六
月
ニ
ト
七
日
、
宇
佐
側
か
ら
「
御
武
器
」
借
用
の
た
め
の
使
者

が
役
所
に
到
来
、
目
一
八
足
ト
領
、
り
ニ
ト
張
、
槍
ニ
ト
本
を
借
り
出
す
慣
例
で
あ
っ

た
。
因
み
に
、
ゝ
」
れ
ら
の
「
御
武
器
」
は
神
事
終
ｆ
後
の
七
月
一
日
、
口
に
速
、
役

－68－



所
に
返
脚
さ
れ
る
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。

　
宇
佐
社
の
こ
の
御
収
発
は
、
近
来
「
け
ん
か
祭
」
の
俗
称
を
も
っ
て
知
ら
れ
、

そ
の
喧
騒
は
、
明
治
初
期
以
降
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
極
め
て
優

雅
・
静
し
ゆ
く
な
神
事
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　
先
述
し
た
如
く
、
豊
州
御
領
旧
封
戸
郷
か
ら
の
荷
輿
丁
献
逸
材
は
、
旧
例
に
従

っ
て
一
七
か
材
す
べ
て
で
あ
っ
た
が
、
文
化
元
年
の
神
事
の
折
、
岩
崎
・
木
崎
二

か
材
の
出
入
に
よ
り
、
以
降
、
こ
の
二
か
材
の
参
加
が
中
止
さ
れ
た
。
事
件
の
詳

細
に
つ
い
て
は
知
り
得
な
い
が
、
こ
の
年
は
干
支
が
「
甲
子
」
に
あ
た
り
、
当
社

に
は
甲
子
奉
幣
が
行
な
わ
れ
た
。
御
蔵
発
参
加
か
ら
険
名
さ
れ
た
右
の
二
か
材
が
、

復
帰
を
認
め
ら
れ
た
の
は
四
十
年
後
の
弘
化
五
年
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
強

い
制
裁
を
受
け
た
の
は
、
こ
の
事
件
が
決
し
て
村
民
個
人
に
よ
る
単
な
る
遺
恨
事

件
で
は
な
く
、
よ
り
重
要
な
問
題
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
文
化
期
以
降
の
御
収
発
荷
輿
丁
は
、
次
第
に
喧
騒
の
深
度
を
深
め
て
行
く
。
そ

の
様
子
は
で
天
保
六
年
以
降
の
日
記
記
事
な
ど
に
散
見
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文

化
六
年
（
Ｔ
八
〇
九
）
六
脂
ヽ
宇
佐
社
よ
り
荷
輿
丁
献
進
の
要
請
を
受
け
た
橋
津

大
庄
屋
（
後
見
高
田
ハ
郎
兵
衛
）
は
、
組
下
の
材
々
に
対
し
て
、
次
の
如
く
通
達

し
て
い
る
。

　
荷
輿
丁
に
出
候
者
、
先
々
右
段
々
不
埓
筋
有
之
、
此
方
江
呼
出
、
御
沙
汰
之
趣

　
中
間
候
筈
二
候
得
共
、
無
其
儀
、
時
分
柄
二
行
、
呼
出
し
不
中
候
間
、
右
之
趣
、

　
罷
出
候
者
共
江
、
能
々
相
慎
伸
妙
二
守
護
い
た
し
候
様
、
且
又
、
不
沙
汰
之
儀

　
有
之
候
我
不
束
之
儀
有
之
候
之
者
、
急
度
御
咎
メ
被
即
行
候
様
、
相
成
候
間
、

　
心
得
違
無
之
様
御
中
行
可
有
之
候
、
且
又
、
荷
輿
丁
二
罷
出
候
者
面
附
い
た
し
、

　
才
料
組
頭
共
、
前
以
御
出
し
可
有
之
候
、

　
右
は
、
近
来
、
御
紋
発
に
際
し
、
荷
輿
丁
の
喧
騒
が
続
発
す
る
た
め
、
事
前
に

荷
輿
丁
の
自
し
ゆ
く
を
促
す
様
、
宇
佐
枕
詞
の
要
請
を
村
方
に
通
達
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
喧
騒
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
及
び
十
四

年
の
荷
輿
丁
出
勤
要
請
の
で
回
書
」
（
一
万

　
（
上
略
）
猶
々
、
荷
輿
丁
之
儀
、
近
来
共
長
り
二
罷
成
、
争
論
等
い
た
し
、
猶

又
、
大
切
之
神
輿
致
落
役
儀
様
も
有
之
、
恐
多
奉
存
候
間
、
相
慎
御
勤
候
様
、

厳
敷
御
中
付
可
被
下
候
、
（
天
保
十
一
年
）

　
然
は
、
近
年
荷
輿
丁
之
儀
、
大
切
之
神
輿
、
大
地
圧
居
置
、
致
争
論
等
、
甚
渋
二

　
相
成
、
神
意
案
恐
入
候
間
、
何
卒
有
様
之
儀
無
之
様
、
御
西
側
筋
々
圧
披
仰
渡
披

　
下
度
、
（
天
保
十
四
年
）

な
ど
と
見
え
、
荷
輿
丁
が
神
輿
を
大
地
に
放
置
し
、
喧
嘩
を
く
リ
返
し
て
い
た
様

子
を
知
り
得
る
。

　
弘
化
五
年
二
八
四
八
）
六
月
の
「
尚
書
」
は
、
喧
騒
の
状
況
を
更
に
詳
し
く

伝
え
て
い
る
。

　
追
啓
、
得
御
意
候
、
然
は
兼
々
御
間
之
通
、
荷
輿
丁
之
儀
、
近
年
甚
渋
り
二
相

　
成
、
大
切
之
御
神
輿
地
上
二
投
下
し
争
論
等
い
た
し
候
二
付
、
当
宮
諸
役
掛
り

　
之
も
の
共
差
図
中
間
観
得
共
、
一
切
取
用
不
中
、
神
慮
之
提
案
恐
人
候
、
ハ
‥
ニ

　
付
、
再
々
御
役
場
二
御
頼
中
上
候
処
い
御
沙
汰
披
下
観
趣
二
候
得
其
、
何
分
相

　
用
不
中
、
却
て
年
々
争
論
弥
増
、
御
神
輿
誠
二
大
破
二
相
成
、
当
時
修
覆
等
も
行

　
届
、
仕
合
二
御
座
観
、
楢
又
、
只
今
之
振
ニ
て
は
、
性
徴
人
等
致
出
来
、
如
何

　
様
二
大
変
差
起
候
も
難
計
、
其
上
、
当
年
は
衆
人
寄
進
を
以
、
御
神
輿
御
飾
等

　
新
調
二
相
成
観
閲
、
是
先
軽
々
敷
地
上
に
下
獄
不
中
様
（
下
略
）
、

　
以
上
に
よ
る
と
こ
の
時
期
に
お
け
る
荷
輿
丁
争
論
は
、
す
で
に
宇
佐
杜
側
ば
か

り
で
な
く
、
島
原
役
所
側
の
沙
汰
を
も
無
視
す
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
唯
、
こ
の
神
事
に
お
け
る
荷
輿
丁
の
不
法
は
、
単
に
論
争
の
た
め
ば
か
り
に

神
輿
を
投
下
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
荷
輿
ド
人
足
そ
の
も
の
が
誠
少
し
、
そ

の
一
部
が
欠
落
す
る
と
、
神
輿
を
動
か
せ
な
く
な
る
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
ら
し

い
。
弘
化
五
年
に
な
っ
て
、
文
化
二
年
以
降
、
参
加
を
除
外
さ
れ
て
い
た
岩
崎
・

水
崎
村
の
再
参
加
要
請
は
、
こ
う
し
た
荷
輿
丁
人
足
の
不
足
を
補
う
目
的
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
喜
永
四
年
の
神
事
に
際
し
て
も
、
神
輿
が
地
上

に
投
げ
落
さ
れ
、
関
係
者
の
間
で
は
、
荷
輿
丁
の
数
を
倍
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
話
も
出
る
始
末
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
神
事
に
際
す
る
喧
騒
は
そ
の
後
も
続
出
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す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
喧
騒
の
継
続
す
る
う
ち
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
六
）
の
神
幸
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
性
格
の
や
や
異
な
る
事
態
が
起
っ
た
。
同
年
の
神
事
で
は
、
神
輿
の

発
駕
は
無
涯
に
終
了
し
た
も
の
の
、
七
月
一
日
の
還
幸
は
大
荒
れ
と
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
同
日
、
御
幸
所
を
出
立
し
た
神
輿
の
列
が
。
、
大
鳥
居
前
に
到
着
す

る
と
、
第
三
殿
を
荷
輿
し
て
い
た
幕
領
四
日
市
附
の
荷
輿
丁
が
第
一
・
第
二
殿
の

神
輿
の
列
に
「
突
掛
」
け
、
喋
石
を
投
じ
か
け
た
た
め
に
、
致
し
方
な
く
二
台
の

神
輿
荷
輿
丁
は
、
神
輿
を
地
上
に
放
置
す
る
と
、
幕
頌
詞
は
更
に
神
輿
の
荷
輿
棒

を
は
ず
し
て
打
擲
、
大
乱
闘
と
な
リ
各
殿
の
荷
輿
丁
や
見
物
人
に
多
数
の
径
俄
人

が
出
た
。
加
え
て
、
三
殿
の
神
輿
と
も
に
大
破
「
神
体
」
が
露
出
す
る
状
態
に
至

っ
た
た
め
、
神
輿
に
幕
を
張
り
廻
ら
し
て
隠
蔽
す
る
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
神
輿
の

本
殿
へ
の
還
御
は
遅
延
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
事
態
を
憂
慮
し
た
宇
佐
社
両

宮
司
は
、
四
日
市
役
所
・
島
原
役
人
と
相
談
の
上
、
三
殿
荷
輿
丁
を
説
得
、
事
態

を
引
き
起
し
た
幕
頌
側
か
ら
の
断
り
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
落
着
。
神
輿
は
辛

う
じ
て
還
御
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
「
当
年
之
儀
は
、
絶
言
語
候
振

舞
」
と
表
現
さ
れ
る
だ
け
に
、
問
題
は
大
き
く
、
第
三
殿
神
輿
を
荷
輿
す
る
幕
頌

詞
の
横
暴
に
対
す
る
島
原
頌
荷
叫
丁
（
村
方
）
の
反
発
は
強
烈
で
あ
り
、
明
年
以

降
の
荷
輿
丁
出
勤
を
拒
否
し
た
い
と
い
う
意
向
さ
え
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
七
月

中
旬
に
至
っ
て
も
、
問
題
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
島
原
領
側
の
橋
津
・

長
洲
二
組
夫
庄
屋
は
、
互
い
に
遂
け
い
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
四
日
市
役
所
及
び

島
原
頌
高
田
代
官
所
と
、
問
題
解
決
の
た
め
の
対
応
を
進
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て

両
役
所
詞
も
、
「
従
往
占
之
仕
来
、
今
更
桐
山
メ
候
儀
、
神
直
之
程
恐
天
候
間
」
と

し
て
、
こ
の
事
態
を
解
決
し
、
神
慨
の
継
続
策
を
摸
索
し
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ

る
が
、
決
定
的
な
方
策
は
見
出
せ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
折
、
長
洲
・
橋
津
二

粗
大
庄
屋
よ
り
、
島
原
頌
役
所
へ
の
請
願
状
に
は
「
畢
竟
、
一
二
∵
三
ノ
神
体
、

前
後
を
争
う
有
様
の
心
得
違
仕
候
儀
二
付
、
何
斜
以
御
威
光
先
格
之
通
、
御
幸
列

相
立
、
争
論
ケ
間
敷
儀
無
之
様
、
厳
重
御
取
締
披
下
置
様
」
と
見
え
、
こ
の
頃
、

三
殿
の
神
叫
が
先
着
を
競
う
風
潮
と
な
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
慶

応
三
年
の
こ
の
騒
動
は
「
此
節
之
儀
は
、
例
年
之
我
坦
と
違
、
不
容
易
儀
二
御
座

候
態
と
述
べ
ら
れ
、
騒
動
が
単
に
例
年
以
上
に
激
化
し
た
と
い
う
ば
か
り
で
な

く
、
幕
領
側
と
私
領
（
島
原
）
と
の
論
争
に
発
展
し
、
問
題
の
性
質
が
坦
坦
化
し

た
ら
し
い
点
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
明
治
初
期
の
騒
動
へ
と
展
開

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
四

　
第
一
項
で
見
た
如
く
近
世
期
の
宇
佐
社
は
、
千
石
の
神
領
経
済
で
維
持
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
正
徳
三
年
の
朱
印
状
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
一
五
〇
石
、
寛

文
元
年
の
社
恩
帳
に
よ
る
と
、
一
回
一
石
が
神
事
料
に
宛
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
知
り
得
る
史
料
は
少
な
い
。

　
寛
延
期
と
考
え
ら
れ
る
史
料
に
よ
る
と
、
同
社
の
朱
印
高
千
石
の
う
ち
、
三
〇

〇
有
が
「
社
納
」
分
と
な
り
、
大
宮
司
の
到
津
・
宮
成
家
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
‥
）
○
石
、

残
る
五
〇
〇
石
が
「
社
入
社
憎
配
当
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
三
〇
〇
石
の
「
社

納
等
」
の
分
か
多
分
、
恒
常
・
経
常
費
に
当
て
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
続
く
記
述
に
は
「
神
事
三
十
七
度
、
出
勤
之
寺
社
諸
料
物
下
行
米
、
合
五
拾
壱

石
余
」
を
見
え
て
い
る
。

　
時
代
は
下
る
慶
応
四
年
二
八
六
六
）
の
「
御
物
成
御
指
定
帳
」
に
よ
る
と
、

同
社
領
一
〇
〇
〇
有
余
の
う
ち
、
「
御
物
成
」
と
し
て
同
社
分
の
た
め
年
貢
と
し
て

米
金
は
三
八
九
五
四
斗
余
で
あ
る
に
対
し
て
、
御
田
植
神
事
入
用
は
四
石
一
斗
二

升
余
、
御
蔵
会
神
事
入
用
は
一
五
石
一
斗
五
升
余
、
こ
の
両
神
事
の
み
で
約
ニ
ト

石
を
必
要
と
し
た
。
退
転
し
た
と
は
い
え
、
年
間
二
十
今
度
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
た

近
世
期
の
当
社
の
御
神
事
に
要
す
る
経
費
は
、
右
の
二
例
か
ら
推
測
し
た
だ
け
で

も
、
他
の
経
常
費
と
と
も
に
莫
大
な
額
に
の
ば
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
不
足

を
袖
う
た
め
に
は
、
当
然
、
他
領
生
や
一
般
か
ら
の
「
数
物
」
の
寄
進
に
頼
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
御
蔵
公
荷
輿
Ｌ
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
頻
発
し
は
し
め
た
時
代
の
文
致
八
年
六
月
、
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宇
佐
社
の
。
目
成
記
内
・
溝
口
主
計
ら
か
ら
、
橋
淳
夫
庄
屋
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
の

内
容
は
、
当
期
の
当
社
の
経
済
状
況
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
書
状
を
見
よ
う
。

　
（
上
略
）
当
宮
之
儀
、
及
御
間
之
通
、
必
至
之
差
支
二
て
、
諸
方
借
財
銀
土
中
も

　
無
理
成
及
相
談
候
時
節
、
神
格
勤
行
甚
心
配
壮
観
、
右
二
付
、
去
る
巳
年
も
御

　
領
内
、
宇
佐
郡
中
江
御
輪
中
、
御
寄
道
枝
下
御
助
成
ヲ
以
、
社
祭
無
漂
致
執
行
、

　
一
応
安
心
性
観
、
然
ル
處
、
今
以
立
直
も
出
来
不
致
、
当
御
紋
会
執
行
之
手
当
、

　
碇
と
差
支
、
一
統
致
心
配
候
、
依
之
先
宇
佐
郡
中
御
領
内
洋
御
頼
中
観
姿
ニ
て
、

　
御
支
配
内
御
村
方
衆
、
敗
銭
と
存
、
壱
人
前
三
銅
宛
之
御
寄
道
破
下
之
儀
は
相

　
叶
中
間
敷
哉
、
可
相
成
は
右
之
段
御
世
話
御
取
成
ヲ
以
、
程
能
相
調
候
様
、
偏

　
二
御
輪
中
候
（
下
略
）
。

　
右
の
内
容
に
よ
っ
て
、
神
事
執
行
の
経
費
が
、
先
年
か
ら
寄
附
の
浄
財
に
大
き

く
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
が
、
こ
の
要
請
を
受
け
た
豊
州
御
領
側
で
は
、

五
組
夫
庄
屋
で
評
議
、
高
田
役
所
に
意
向
を
問
う
た
所
、
「
同
領
は
外
方
と
も
道

う
」
こ
と
で
も
あ
り
、
領
民
コ
半
一
人
三
文
と
限
ら
ず
「
志
」
次
第
な
ら
ば
差
支

な
し
と
判
断
、
こ
の
旨
に
沿
っ
て
六
月
二
十
六
日
迄
に
取
集
め
る
旨
を
五
祖
内
村

中
に
通
達
し
た
。
但
し
、
こ
の
析
は
、
寄
進
は
今
後
の
慣
例
と
せ
ず
、
当
年
限
リ

と
の
条
件
が
付
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
僑
津
組
内
で
は
一
七
か
村
で
計
Ｔ
二
貫
三
六

一
文
が
集
め
ら
れ
宇
佐
社
に
納
め
ら
れ
た
。
一
七
か
村
の
う
ち
、
両
戒
村
の
一
戸

当
り
平
均
ハ
文
を
特
例
に
、
概
し
て
割
当
額
通
り
の
寄
進
が
実
現
し
た
が
、
西
屋

敷
・
山
村
・
和
本
・
日
足
及
び
夫
庄
屋
腰
元
の
橋
津
村
な
ど
は
、
平
均
三
文
に
達

せ
ず
、
組
全
体
と
し
村
民
の
関
心
の
薄
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
四
年
後
の
天
保
十
年
二
八
三
九
）
六
月
、
大
宮
司
の
硲
を
受
け
た
宇
佐
村

代
官
麻
生
白
太
夫
（
湖
右
衛
門
）
は
、
橋
津
夫
庄
屋
に
宛
て
て
、
次
の
如
き
要
請

状
を
送
っ
た
。

　
（
上
略
）
是
迄
も
御
面
倒
御
輪
中
候
御
祖
内
右
、
御
紋
全
敗
物
御
寄
進
之
処
、
御

　
案
内
之
通
、
当
時
必
死
御
神
事
御
差
支
に
付
、
又
々
此
節
右
之
処
拙
者
ら
御
頼

　
中
上
観
様
、
当
方
支
配
右
も
御
沙
汰
向
二
御
座
候
間
、
其
御
方
二
て
も
定
て
凶

年
之
末
、
彼
是
一
統
難
渋
之
時
節
、
有
様
寄
進
事
執
計
も
難
破
成
可
有
御
座
候

得
共
、
当
方
必
死
難
渋
二
付
、
右
様
御
面
倒
御
厄
介
筋
御
頼
中
上
候
訳
二
御
座

　
候
得
共
、
ハ
幡
宮
御
引
取
と
枝
思
召
、
一
統
注
脚
理
害
枝
成
下
、
御
寄
道
枝
成

　
候
様
、
執
成
方
頼
上
候
（
下
略
）
、
（
・
・
印
筆
者
）

　
右
書
信
の
内
容
は
、
文
政
八
年
の
場
合
と
同
様
。
御
紋
会
神
事
ノ
入
用
の
寄
進

方
要
請
で
あ
っ
た
が
、
書
状
中
の
「
ハ
幡
宮
御
引
取
と
枝
思
召
」
と
の
表
現
は
興

味
を
引
く
。
ハ
幡
宮
を
引
当
て
の
つ
も
り
で
金
策
に
苦
悩
す
る
宇
佐
側
の
立
場
が

に
じ
み
出
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
な
り
振
り
構
わ
な
い
寄
進
要
請

に
対
す
る
橋
津
大
庄
屋
側
の
対
応
は
冷
淡
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
返
事
に
よ
る

と
、
コ
昨
年
こ
そ
同
様
の
要
請
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
析
は
、
今
後
は

こ
う
し
た
依
頼
も
あ
る
ま
い
と
思
い
、
難
渋
の
年
柄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
内
に

命
じ
て
、
当
年
を
限
っ
て
寄
進
を
募
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
他
組
は
い
か
に
あ
れ
、

当
組
は
と
う
て
い
今
回
の
要
請
に
は
応
じ
兼
ね
る
」
と
強
硬
に
断
っ
て
い
る
。
こ

の
返
事
に
よ
る
と
、
そ
の
二
年
前
、
す
な
わ
ち
天
保
八
年
に
も
寄
進
要
請
の
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
近
世
期
に
お
け
る
同
社
の
造
営
事
業
は
、
慶
長
・
亨
保
に
続
き
、
安
政
元
年
二

八
五
四
）
の
上
宮
道
宮
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
安
政
造
ｏ
‥
事
業
は
、

元
治
甲
子
奉
幣
使
を
迎
え
る
荘
厳
の
た
め
の
準
備
事
業
で
あ
っ
た
。

　
造
営
計
面
で
は
、
第
一
殿
を
島
原
潜
松
平
氏
、
第
二
殿
を
中
津
潜
奥
平
氏
、
そ

し
て
第
三
殿
を
四
日
市
陣
屋
附
幕
領
で
分
担
、
更
に
要
す
る
莫
大
な
経
費
は
幕
府

の
許
可
を
得
て
、
阿
波
・
土
佐
な
ｙ
二
五
か
国
か
ら
の
寄
進
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
第
一
殿
の
造
営
経
費
を
負
担
す
る
島
原
潜
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

　
゛
深
溝
世
紀
」
・
�
次
の
如
く
伝
え
て
゛
る
゜

　
令
家
士
日
、
甲
千
歳
朝
廷
掲
例
、
造
奉
幣
使
干
宇
佐
ハ
幡
祠
、
而
祠
宇
道
僑
大

　
破
壊
、
不
可
山
犬
不
修
造
也
、
雖
募
金
於
近
郊
諸
国
、
未
足
以
支
経
費
、
宇
佐
既

　
為
我
属
邑
、
且
為
鳥
丸
家
依
託
、
則
非
忽
然
容
己
者
因
附
白
金
三
百
枚
、
使
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
７
　
り
Ｉ
　
Ｉ

　
為
周
旋
、
家
士
亦
準
擬
、
以
其
様
多
募
為
制
、
納
寄
附
全
能
づ
％
―
又
今
村

－71



　
　
　
　
閤
サ
八
百
五
十
金
、

　
市
募
之
治
下
市
街
百
五
十
金

　
す
な
わ
ち
、
島
原
藩
で
は
、
甲
子
奉
幣
の
た
め
の
第
一
殿
の
造
営
に
臨
み
、
宇

佐
神
領
支
配
の
立
場
及
び
京
都
鳥
丸
家
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
藩
主
自
ら
三
〇
〇

両
を
寄
進
す
る
と
と
も
に
家
臣
に
も
こ
れ
を
椎
め
て
五
〇
両
を
集
め
る
一
方
、
領

内
の
農
村
か
ら
六
五
〇
両
、
ま
た
町
人
か
ら
一
五
〇
両
の
献
金
を
計
画
し
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
献
全
計
画
も
、
当
期
の
領
内
農
村
経
済
事
情
か
ら
、
計

画
は
予
定
通
り
に
は
進
捗
し
な
か
っ
た
、

　
同
領
橋
津
組
で
は
、
二
年
後
の
安
政
四
年
に
至
っ
て
も
、
献
金
事
業
は
進
ま
ず
、

高
田
役
所
か
ら
催
促
を
受
け
て
い
る
、
す
な
わ
ち
同
年
六
月
の
御
祓
会
神
事
直
前
、

同
役
所
か
ら
橋
津
組
夫
庄
屋
に
宛
ら
れ
た
催
促
状
に
よ
る
と
、
「
宇
佐
官
造
営
寄
進

一
件
之
儀
、
毎
々
相
談
申
置
候
処
、
干
今
枝
為
如
何
と
も
申
出
を
も
無
之
如
何
の

道
理
二
候
哉
」
「
御
神
事
、
来
ル
晦
日
二
行
、
其
前
掛
札
い
た
し
置
、
右
日
限
迄
取

極
掛
行
政
度
」
と
あ
り
、
度
々
の
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寄
進
計
画
は
進
ま
ず
、

本
年
の
御
祓
神
事
前
日
ま
で
に
、
「
掛
札
」
つ
ま
り
寄
進
額
の
芳
名
掲
示
も
出
来
な

い
の
で
、
早
急
に
事
を
進
め
て
欲
し
い
と
、
寄
進
方
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
夫
庄
屋
側
は
、
神
事
当
日
の
同
月
晦
日
に
な
っ
て
、
「
段
々
取
極
、
中
間
候

得
共
、
何
分
村
沢
相
極
り
不
申
候
」
と
募
金
困
難
の
状
況
を
述
べ
、
「
組
中
ニ
て
先

づ
金
亘
両
御
請
中
出
候
間
、
今
日
二
も
掛
札
二
相
成
候
様
」
と
返
答
、
差
し
当
っ

て
、
組
中
で
百
両
だ
け
は
責
任
を
持
ち
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。

　
幕
末
期
の
奉
幣
粳
米
宮
、
及
び
そ
の
た
め
の
社
殿
の
荘
厳
事
業
は
、
同
社
に
と

っ
て
は
苫
難
の
大
業
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
業
に
際
し
て
は
、
述
べ
て
き
た
如
き

寄
進
募
金
の
外
に
、
米
銀
の
借
用
も
少
な
か
ら
ず
行
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
慶
応
三

年
の
「
御
物
収
納
彿
御
勘
定
帳
」
の
米
穀
支
彿
の
内
に

　
米
、
捨
石
沢
斗
五
升

　
　
　
　
　
　
　
　
島
原
頭
高
田
役
所
汪
返
納
米

　
米
、
三
捨
六
石
壱
斗
壱
升
八
合
札
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
島
原
領
日
足
村
百
姓
慎
太
夫
汪
返
納
米

な
ど
の
費
目
が
見
え
る
。
但
書
に
よ
る
と
、
前
者
は
元
治
元
午
（
一
八
六
四
）
の

奉
幣
使
下
向
に
際
し
、
高
田
役
所
か
ら
米
一
〇
二
万
五
斗
を
借
用
、
同
年
秋
よ
り

慶
応
二
年
秋
ま
で
に
返
納
し
た
六
一
石
五
斗
の
残
高
四
一
石
の
内
柳
分
で
あ
っ
た
。

ま
た
後
者
は
、
前
年
す
な
わ
ち
慶
応
二
年
度
の
御
紋
八
で
新
宮
会
・
七
月
会
の
入

用
不
足
を
補
う
た
め
、
島
原
領
日
足
村
百
性
情
太
夫
よ
り
借
用
し
た
米
の
元
利
返

済
分
で
あ
っ
た
。

　
近
世
期
の
同
社
の
御
紋
会
荷
輿
丁
に
は
、
人
足
料
が
支
給
さ
れ
る
慣
例
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
幕
末
期
に
至
る
と
、
こ
の
人
足
料
の
支
彿
さ
え
遅
滞
す
る

事
態
を
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
文
久
二
年
（
Ｔ
ぺ
六
二
）
六
月
晦
日
の
僑
津
左
源
太
・

長
洲
新
三
郎
ら
か
ら
、
宇
佐
村
代
官
に
宛
た
書
状
に
よ
る
と
、

　
（
上
略
）
兼
テ
及
御
引
合
候
去
酉
年
御
蔵
会
御
例
祭
荷
輿
丁
、
当
組
村
々
右
出
勤

　
之
者
共
扶
持
方
之
儀
、
吻
合
之
上
、
延
引
之
儀
中
間
置
候
処
、
冬
元
金
候
ま
で

　
も
御
柳
方
不
破
戒
趣
二
付
、
甚
以
致
迷
惑
候
計
（
下
略
）
。

と
述
べ
、
村
方
で
は
「
も
は
や
今
年
の
荷
輿
丁
出
勤
は
断
る
」
と
主
張
す
る
所
を
、

辛
う
じ
て
「
利
解
」
さ
せ
て
勤
め
さ
せ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
「
昨
年
分
と
本
年
分

を
今
日
中
に
は
一
括
し
て
是
非
支
払
っ
て
貰
い
た
い
」
若
し
旧
例
に
違
う
こ
と
が

あ
る
と
「
小
前
共
、
彼
是
中
立
、
故
障
筋
出
来
可
中
も
難
計
し
」
と
、
早
急
な
解
決

方
を
要
請
し
て
い
る
。

五

　
近
世
期
の
宇
佐
社
は
、
中
世
中
期
ま
で
の
広
大
な
社
領
を
失
な
い
、
封
土
化
さ

れ
た
千
有
余
の
社
領
経
済
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寺
社

に
共
通
す
る
保
守
的
性
格
は
、
特
に
そ
の
社
祭
神
事
に
お
い
て
旧
慣
を
重
ん
じ
た

た
め
に
、
地
域
周
辺
社
会
と
、
新
ら
し
い
封
土
の
枠
を
越
え
た
関
係
を
持
ち
続
け

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
肥
前
島
原
藩
飛
地
た
る
豊
州
御
領
の
山
蔵
・
僑
津
・
長
洲
・
高
田
・
田
染
の
五

組
の
う
ち
、
橋
津
組
一
七
か
村
及
び
長
洲
組
内
の
二
か
村
は
、
宇
佐
社
の
旧
領
の

う
ち
、
最
重
要
な
い
わ
ゆ
る
「
内
封
四
郷
」
の
一
つ
、
封
戸
郷
に
属
し
た
。
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近
世
期
の
宇
佐
社
は
、
そ
の
内
堀
ま
で
埋
め
ら
れ
る
苦
渋
の
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、
神
事
の
一
部
に
お
い
て
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
内
堀
へ
の
執
念
を
固
執
し
続
け

た
。
そ
の
結
果
、
大
名
領
と
し
て
の
無
恙
を
希
求
す
る
島
原
藩
に
と
っ
て
、
こ
の

封
戸
郷
と
の
か
か
わ
り
が
宇
佐
官
と
の
対
応
を
複
雑
な
も
の
に
し
た
。
そ
の
苦
悩

を
最
も
具
体
的
に
体
験
し
た
の
が
、
旧
封
戸
郷
を
所
管
す
る
大
庄
屋
で
あ
っ
た
。

　
早
乙
女
を
献
進
す
る
御
田
植
神
事
は
別
と
し
て
も
神
霊
が
本
殿
か
ら
他
所
に
遭

移
す
る
際
に
乗
御
さ
れ
る
神
輿
は
、
多
く
の
場
合
、
多
数
の
若
者
に
よ
っ
て
荷
輿

さ
れ
た
。
そ
の
運
行
は
す
こ
ぶ
る
乱
行
気
味
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

神
輿
の
こ
の
様
な
行
動
を
一
般
に
「
神
輿
振
」
と
呼
ぶ
。
人
々
は
「
神
輿
振
」
は
、

荷
輿
丁
の
所
作
で
は
な
く
、
こ
れ
を
神
慮
の
現
わ
れ
と
信
じ
て
已
ま
な
か
っ
た
。

歴
史
的
に
は
、
平
安
時
代
末
期
、
日
吉
神
社
の
神
輿
が
、
事
あ
る
度
に
京
中
に
出

て
強
訴
を
企
て
た
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。

　
近
世
末
期
宇
佐
社
に
お
け
る
御
威
令
神
幸
に
際
し
て
頻
発
し
た
荷
輿
丁
の
喧
騒

事
件
は
、
そ
の
真
因
を
確
証
し
得
る
史
料
を
未
だ
管
見
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く
当

時
の
農
民
勤
行
と
無
関
係
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
例
え
ば
、
文
化
一
揆
に
お
い
て
、
島
原
領
豊
州
御
領
の
う
ち
、
最
も
先
鋭
的
な

動
き
の
み
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
封
戸
郷
内
の
数
か
村
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
時

期
、
真
宗
門
徒
が
、
一
寺
建
立
の
た
め
に
仏
座
独
立
運
動
を
展
開
し
た
の
も
、
こ

の
地
域
で
あ
っ
た
。

　
本
橋
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
核
心
に
入
る
た
め
の
史
料
収
集
作
業
の
一
端
を
披

露
す
る
も
の
で
あ
る
。

注

- ヽ

土
　
『
大
宰
管
内
志
』
　
豊
前
之
九
・
宇
佐
郡
二
　
所
収
　
「
宇
佐
官
造
営
願
書
」

－
２

－ヽ

３

－

４

－

５

｀Ｊ

『
徳
川
実
紀
』
　
第
六
十
九
巻
、
同
年
同
日
蚤

山
本
武
夫
『
体
系
日
本
史
叢
書
・
宗
教
』
三
〇
一
Ｐ

沈
丁
）
に
同
じ
。

『
大
分
県
史
』
　
近
世
篇
ｍ
所
収
　
「
宇
佐
官
神
領
」

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

1 0
）

（
‥
息

（

1 2
）

（

1 3
）

（

1 4
）

（

1 5
）

（

1 6
）

（

1 7
）

（

1 8
）

（

1 9
）

（

2 0
）

（

2 1
）

（
凹
一
）

（

2 3
）

（

2 4
）

（

2 5
）

（

2 6
）

（

2 7
）

（

2 8
）

（

2 9
）

（

3 0
）

（

3 1
）

（

3 2
）

『
大
分
県
史
料
』
　
所
収
　
「
宇
佐
大
鏡
」

注
（
Ｉ
）
に
同
じ

入
江
英
親
　
『
宇
佐
ハ
幡
の
祭
と
神
事
』
　
所
収
　
「
宇
佐
官
祭
会
式
」

（
８
）
に
同
じ
。

「
豊
州
高
田
勘
定
所
雑
掌
」
　
六
月
条
　
（
長
崎
県
島
原
市
立
図
書
館
蔵
）

「
執
睨
録
」
　
（
橋
津
文
書
所
収
）

「
執
睨
録
」
よ
り
作
成
。
後
藤
「
農
民
神
事
と
村
統
制
」
『
国
学
院
雑
話
』
第
七
五
巻
ハ
り

注
（
1
2
）
に
同
じ
。

注
（
1
0
）
に
同
じ
。

安
津
素
彦
監
修
　
『
神
道
辞
典
』

（
Ｉ
）
に
同
じ
。

「
執
睨
録
」

「
豊
後
高
田
役
人
席
月
行
事
及
雑
掌
」
　
六
月
灸
　
（
島
原
市
立
図
書
館
蔵
）

入
江
　
『
宇
佐
ハ
幡
の
祭
と
民
俗
』

「
僑
津
組
大
庄
屋
日
記
」
　
（
橋
津
文
書
）
　
文
化
二
年
六
月
毫
　
（
以
下
「
日
記
」
と
す
る
）

「
執
睨
録
」

「
日
記
」
　
弘
化
五
年
六
月
頒

（
1
9
）
に
同
じ
。

「
豊
前
宇
佐
郡
宇
佐
村
鑑
帳
」
　
所
収
　
（
宇
佐
神
宮
所
蔵
）

「
日
記
」
　
文
致
八
年
六
月
条

「
日
記
」
天
保
十
年
六
月
姿

「
深
溝
世
紀
」
　
第
二
十
巻
　
（
島
原
市
立
図
書
館
所
蔵
）

「
日
記
」
　
安
政
四
年
六
月
築

（
1
9
）
に
同
じ

「
日
記
」
　
文
久
二
年
六
月
築

柳
田
国
男
　
『
祭
礼
と
世
間
』
『
定
本
柳
田
国
男
全
集
』
第
十
巻
所
収

後
藤
　
「
寺
院
本
末
制
度
と
佛
座
守
」
『
別
府
大
学
紀
要
』
第
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
昭
和
6
3
・
９
・
3
0
受
理
ｊ
‐
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
・
日
本
史
）
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